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全校生で情報モラル教室を実施しました 

 ２月６日（火）に NTTドコモインストラクター佐伯彩佳氏に

よる情報モラル教室をオンラインで開催しました。①情報技術

の上手な活用とリスクを考える。②どのくらいリスクがあるか

を見積もり、どのように対応するかについて、グループでの意

見交換も入れながら分かりやすく学習することができました。 

 スマートフォンやタブレットは便利なツールですが、使い方

誤ると相手に迷惑をかけたり、傷つけたりしてしまうリスクを

持っています。特に画像や動画の発信については、一歩間違え

ると犯罪にも巻き込まれる可能性が多々あることをしっかり

認識して活用することが大切です。ご家庭でも使い方や使用時

間などについて確認しながら上手に活用し、情報モラルと活用

能力の向上に努めていただきたいと思います。 

 

１年生で職業講話を実施しました 

２月８日（木）に福島民報社の新聞講座推進本部事務局長坪井法彦様をお招きし、職業

講話を実施しました。新聞ができるまでの工程を DVD で視聴し、新聞の読み方や、文章の

書き方について具体的に教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪掃きありがとうございました 

 ２月５日から降り始めた雪

は、６日の朝には歩行に支障が

出るほどの積雪となりました。

少し早めに登校した生徒の皆

さんが、校門前の坂道を丁寧に

雪掃きしてくれていました。 

情報モラル教室の様子 

「将来の夢」 １年 佐藤 結真 さん 

 私は、母や父、おばあちゃんやおじいちゃんを介護したいので、介護福

祉士になりたいです。なぜかと言うと、父や母が 70 から 80 歳になった

とき、介護して楽で幸せな生活をしてほしいからです。あとは、老人と話

をしてみたいからです。介護福祉士になりたくなったエピソードは、おば

あちゃんはまだ元気なのですが、たまに昼食や夕ご飯のときに、手を滑ら

せて飲み物をこぼしたり、カップを落として割ったりすることもあるの

で、カップの片付けや飲み物を運ぶなどの介護をしたいと思ったことが、

介護福祉士になりたいと思ったエピソードです。 

自分がもし老人だったら、自分でできることは自分でするし、できない

ことは誰かに手伝ってほしいです。 

 

試作原稿を発表する佐藤結真さん 


